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市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・

ラワン構造用12㎜ ・ ・ ・ ・

針葉樹12㎜ 3×6 ・ ・ ・ ・

９
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸

数
（
国
土
交
通
省
発
表
）
は

６
万
８
９
４
１
戸
（
前
年
同

月
比
６
・
８
％
減
）
で
、
４

カ
月
連
続
の
前
年
同
月
割
れ

と
な
っ
た
。
８
月
に
続
き
、

持
ち
家
、
貸
家
、
分
譲
い
ず

れ
も
前
年
同
月
割
れ
だ
。
持

ち
家
の
１
～
９
月
累
計
は
前

年
同
期
比
９
・
８
％
減
で
、

特
に
首
都
圏
の
着
工
不
振
が

目
立
っ
て
い
る
。

持
ち
家
は
低
調
な
が
ら
も

６
～
８
月
は
月
間
２
万
戸
台

に
回
復
し
て
い
た
。
し
か
し
、

９
月
は
１
万
９
５
２
７
戸
（

同
12
・
３
％
減
）
で
再
び
２

万
戸
を
下
回
っ
た
。
持
ち
家

は
22
カ
月
連
続
の
前
年
同
月

割
れ
だ
。

首
都
圏
が
低
調
で
、
９
月

の
持
ち
家
は
４
０
０
９
戸
（

前
年
同
月
比
19
・
０
％
減
）
。

首都圏不振で総着工低調 ９月の新設住宅着工

そ
の
他
の
大
都
市
圏
も
前
年

同
月
割
れ
が
続
く
が
、
首
都

圏
の
不
振
が
際
立
つ
。

着
工
総
数
を
け
ん
引
し
て

き
た
貸
家
も
２
万
９
７
３
５

戸
（
同
２
・
９
％
減
）
で
、

２
カ
月
連
続
の
前
年
同
月
割

れ
。
４
月
以
降
、
前
年
実
績

を
下
回
る
月
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
貸
家
も
首
都
圏

が
１
万
５
９
７
戸
（
同
10
・

２
％
減
）
で
、
ほ
か
の
地
域

に
比
べ
て
減
少
幅
が
大
き
い
。

首
都
圏
の
貸
家
の
減
少
幅
が

２
桁
に
な
っ
た
の
は
、
２
月

以
来
７
か
月
ぶ
り
だ
。

分
譲
住
宅
は
、
戸
建
て
分

譲
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
も

に
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

戸
建
て
分
譲
の
９
月
着
工

は
１
万
１
０
１
４
戸
（
同
10

・
４
％
減
）
。
単
月
の
減
少

幅
が
２
桁
と
な
っ
た
の
は
７

国
土
交
通
省
は
、
建
築

基
準
法
・
建
築
物
省
エ
ネ

法
の
改
正
法
制
度
説
明
会

を
、
１
日
の
東
京
会
場
を

皮
切
り
に
全
国
12
カ
所
の

会
場
で
開
始
し
た
。

11
月
６
日
に
は
大
阪
市

の
大
阪
国
際
会
議
場
で
説

明
会
を
開
催
し
た
。
２
０

２
５
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
建
築
基
準
法
改
正
に

つ
い
て
は
、
高
い
省
エ
ネ

性
能
の
ニ
ー
ズ
の
増
加
に

よ
り
、
断
熱
材
の
厚
手
化
、

階
高
の
引
き
上
げ
、
ト
リ

プ
ル
ガ
ラ
ス
サ
ッ
シ
の
採

用
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

搭
載
な
ど
で
従
来
以
上
に

重
量
化
が
進
み
、
地
震
動

の
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
柱
の
小
径
の
基
準
」

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

見
込
み
事
項
と
し
た
う
え

で
昨
年
10
月
に
公
表
し
て

い
た
案
か
ら
さ
ら
に
検
討

を
進
め
、
さ
ら
に
検
討
を

進
め
、
建
築
物
の
重
量
に

応
じ
た
柱
の
小
径
の
算
定

式
を
規
定
す
る
こ
と
や
試

算
例
（
早
見
表
）
、
表
計

算
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
柱

の
小
径
の
算
定
方
法
（
柱

が
負
担
可
能
な
床
面
積
と

柱
が
負
担
す
る
床
面
積
を

比
較
す
る
方
法
）
な
ど
を

解
説
。
11
月
中
に
支
援
ツ

ー
ル
を
日
本
住
宅
・
木
材

技
術
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た
。

柱
の
小
径
の
算
定
式
は
、

横
架
材
相
互
の
垂
直
距
離

に
対
す
る
柱
の
小
径
を
求

め
る
方
法
と
、
よ
り
精
緻

な
算
定
式
と
し
て
座
屈
の

柱の小径や必要壁量の規定見直し案を説明 2025年４月施行の基準法改正で 国土交通省

月
以
来
２
カ
月
ぶ
り
。
戸
建

て
分
譲
も
11
カ
月
連
続
で
前

年
同
月
を
下
回
っ
た
。
６
月

以
降
の
戸
建
て
分
譲
の
減
少

幅
は
、
１
～
５
月
ま
で
と
比

べ
て
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
も
着
工

が
伸
び
な
い
。
９
月
は
８
１

４
８
戸
（
同
２
・
８
％
減
）

で
前
年
同
月
割
れ
は
３
カ
月

連
続
と
な
っ
た
。

新
設
住
宅
着
工
の
不
振
は

出
口
が
見
え
な
い
が
、
９
月

の
総
着
工
戸
数
に
占
め
る
木

造
率
は
58
・
７
％
。
木
造
率

は
１
～
６
月
ま
で
50
％
台
前

半
が
目
立
っ
た
が
、
直
近
３

カ
月
は
８
月
58
・
５
％
、
７

月
58
・
９
％
と
50
％
台
後
半

で
安
定
し
て
い
る
。

季
節
調
整
済
年
率
換
算
値

は
80
万
戸
台
（
前
月
比
１
・

５
％
減
）
と
な
っ
た
。

理
論
式
を
基
に
柱
の
小

径
、
柱
の
負
担
可
能
面

積
を
算
出
す
る
方
法
が

あ
る
。

早
見
表
で
は
、
屋
根

の
仕
様
と
外
壁
の
仕
様

を
組
み
合
わ
せ
て
、
平

屋
、
２
階
建
て
の
１
階
、

２
階
ご
と
に
試
算
例
を

見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

表
計
算
ツ
ー
ル
を
用

い
る
方
法
で
は
、
階
高

や
床
面
積
な
ど
の
諸
元

を
入
力
す
る
こ
と
で
横

架
材
間
距
離
に
対
す
る

柱
の
割
合
と
柱
の
小
径

が
算
出
で
き
る
。
こ
の

計
算
結
果
よ
り
柱
を
細

く
し
た
い
場
合
は
、
樹

種
な
ど
を
選
択
し
、
算

定
式
と
有
効
細
長
比
に

よ
り
柱
の
小
径
を
求
め

る
方
法
の
ほ
か
、
柱
の
小

径
別
に
柱
の
負
担
可
能
な

床
面
積
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
合
理
的
な
柱
の
小
径

を
設
計
で
き
る
こ
と
な
ど

を
説
明
し
た
。

同
様
に
必
要
壁
量
の
算

定
方
法
を
見
直
し
、
現
行

の
「
軽
い
屋
根
」
「
重
い

屋
根
」
の
区
分
か
ら
、
算

定
式
を
使
い
必
要
壁
量
を

割
り
出
す
方
式
に
変
更
す

る
見
込
み
。

存
在
壁
量
に
準
耐
力
壁

な
ど
も
考
慮
可
能
に
し
、

腰
壁
、
垂
れ
壁
も
考
慮
す

る
。
現
行
、
５
倍
ま
で
の

壁
倍
率
の
上
限
を
撤
廃
す

る
な
ど
の
案
を
示
し
た
。

名
古
屋
地
区
内
は
材
価
低
迷
で

国
産
材
素
材
の
集
荷
が
増
え
ず
、

国
産
材
製
品
は
米
松
製
品
の
代
替

需
要
で
引
き
合
い
が
増
え
る
も
の

も
あ
る
。
外
材
は
輸
入
米
松
製
品

が
値
上
が
り
し
、
欧
州
材
Ｒ
ウ
ッ

ド
集
成
平
角
の
引
き
合
い
も
強
い
。

た
だ
、
実
需
は
弱
く
、
ウ
ッ
ド
シ

ョ
ッ
ク
時
の
よ
う
な
不
足
感
は
な

い
。国

産
材
素
材
は
、
各
市
場
で
集

荷
が
増
え
な
い
。
役
物
取
り
大
径

良
材
の
引
き
合
い
は
強
い
が
、
製

品
価
格
が
上
昇
し
な
い
こ
と
を
理

由
に
手
当
て
に
躊
躇
す
る
製
材
工

場
も
あ
る
。
森
林
組
合
系
統
は
、

今
年
も
貯
木
が
な
い
ま
ま
降
雪
時

期
を
迎
え
る
こ
と
を
不
安
視
し
て

い
る
。

実
需
は
弱
い
も
の
の
、
国
産
材

製
品
は
中
国
木
材
の
工
場
火
災
の

影
響
で
桧
タ
ル
キ
ほ
か
で
米
松
製

国産材素材は集荷増えず
米松製品の代替需要で引き合い 名古屋地区

品
の
代
替
需
要
の
動
き
を
指

摘
す
る
声
が
あ
る
。
こ
れ
を

機
に
、
地
区
内
で
は
値
上
げ

に
動
く
製
材
工
場
も
あ
る
。

大
手
市
場
の
浜
問
屋
は
「
安

定
集
荷
の
観
点
か
ら
、
値
上

げ
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
い
う
。

欧
州
材
製
品
は
、
米
松
平

角
の
代
替
需
要
で
Ｒ
ウ
ッ
ド

集
成
平
角
の
販
売
環
境
が
好

転
。
Ｗ
ウ
ッ
ド
管
柱
も
現
地

挽
き
入
荷
減
や
国
内
製
品
に

納
期
が
掛
か
る
こ
と
を
理
由

に
品
薄
感
が
あ
る
。
Ｗ
ウ
ッ

ド
間
柱
は
好
調
な
出
荷
を
受

け
て
安
値
物
が
な
く
な
り
、

流
通
在
庫
も
減
少
傾
向
。
Ｒ

ウ
ッ
ド
及
び
Ｗ
ウ
ッ
ド
の
管

柱
は
値
上
げ
基
調
。
米
松
平

角
の
代
替
需
要
で
引
き
合
い

が
増
え
た
Ｒ
ウ
ッ
ド
集
成
平

角
も
、
値
上
が
り
す
る
見
通

し
だ
。

米
松
輸
入
製
品
は
山
火
事

な
ど
で
産
地
の
供
給
力
が
落

ち
、
国
内
で
も
工
場
火
災
を

経
て
大
手
製
材
が
値
上
げ
を

打
ち
出
し
た
。
輸
入
製
品
は
、

平
角
、
タ
ル
キ
、
根
太
が
値

上
が
り
。
仕
入
れ
を
抑
え
て

い
た
た
め
流
通
在
庫
は
少
な

く
、
問
屋
は
値
上
げ
を
進
め

る
模
様
だ
。

国
産
針
葉
樹
構
造
用
合
板

は
、
メ
ー
カ
ー
が
生
産
調
整

を
継
続
し
て
い
る
た
め
流
通

在
庫
が
増
え
ず
、
価
格
は
保

合
傾
向
だ
。



（
一
社
）
住
宅
生
産
団
体
連
合

会
は
９
月
25
日
、
２
０
２
２
年
度

の
「
戸
建
注
文
住
宅
の
顧
客
実
態

調
査
」
を
公
表
し
た
。
本
調
査
は
、

一
戸
建
注
文
住
宅
の
顧
客
ニ
ー
ズ

の
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
。

「
戸
建
注
文
住
宅
の
顧
客
実
態

調
査
」
は
、
一
戸
建
注
文
住
宅
に

対
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２

０
０
０
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
調

査
対
象
の
エ
リ
ア
は
、
３
大
都
市

圏
（
東
京
圏
、
名
古
屋
圏
、
大
阪

圏
）
と
、
地
方
都
市
圏
（
札
幌
市
、

仙
台
市
、
広
島
市
、
福
岡
市
、
静

岡
市
）
で
、
平
均
顧
客
像
や
建
築

資
金
・
単
価
、
顧
客
の
意
識
な
ど

に
つ
い
て
調
査
・
分
析
が
さ
れ
て

い
る
。

本
調
査
に
よ
る
と
、
平
均
顧
客

像
と
し
て
、
２
０
２
２
年
度
に
お

け
る
世
帯
主
年
齢
の
平
均
は
40
・

６
歳
と
な
っ
た
ほ
か
、
世
帯
年
収

は
１
０
６
８
万
円
と
な
っ
た
。
住

宅
の
延
べ
床
面
積
は
、
１
２
３
・

６
平
方
㍍
（
前
年
度
比
０
・
９
平

方
㍍
縮
小
）
と
な
り
、
２
０
１
５

年
以
降
縮
小
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

一
方
で
、
建
築
費
が
４
２
２
４
万

円
（
同
４
０
８
万
円
増
）
、
住
宅

取
得
費
合
計
が
６
３
７
０
万
円
（

同
５
８
７
万
円
増
）
と
な
っ
た
ほ

か
、
１
平
方
㍍
当
た
り
の
平
均
建

築
費
単
価
は
34
・
２
万
円
（
同
３

・
６
万
円
増
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、

自
己
資
金
が
１
９
１
５
万
円
（
同

４
３
４
万
円
増
）
、
贈
与
額
が
１

１
１
７
万
円
（
同
４
２
１
万
円
減

）
、
借
入
金
が
５
４
７
３
万
円
（

同
５
０
６
万
円
増
）
と
な
り
、
借

入
金
年
収
倍
率
は
５
・
12
倍
と
昨

年
度
を
０
・
12
㌽
上
回
っ
た
。

世
帯
年
収
が
増
加
し
た
も
の
の

2022年度「戸建注文住宅の顧客実態調査」 ZEHに対する関心が大幅に増加 住宅生産団体連合会

贈
与
額
が
減
少
し
、
建
築
費
、
住

宅
取
得
費
と
も
に
上
昇
し
続
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
延
べ
床
面
積
を

抑
制
し
、
自
己
資
金
や
借
入
金
を

増
や
す
こ
と
で
対
処
し
て
い
る
傾

向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
検
討
の
有
無
を
見
る

と
、
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
し
た
」
が
41
・

５
％
（
同
13
・
６
％
増
）
と
大
幅

に
増
加
し
、
近
年
の
増
加
傾
向
が

更
に
強
ま
っ
た
結
果
と
な
っ
た
。

次
い
で
、
「
検
討
し
な
か
っ
た
」

（
31
・
３
％
）
、
「
検
討
は
行
っ

た
が
Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
し
な
か
っ
た
」
（

22
・
０
％
）
と
な
っ
た
。

住
宅
購
入
を
検
討
す
る
上
で
特

に
重
視
し
た
点
で
は
、
「
住
宅
の

間
取
り
」
が
61
・
８
％
と
最
も
高

く
、
次
い
で
「
地
震
時
の
住
宅
の

安
全
性
」
（
46
・
９
％
）
、
「
住

宅
の
断
熱
性
や
気
密
性
」
（
36
・

４
％
）
、
「
住
宅
の
広
さ
」
（
35

・
３
％
）
、
「
収
納
の
多
さ
、
使

い
や
す
さ
」
（
26
・
６
％
）
と
な

っ
た
。
収
納
の
多
さ
や
住
宅
の
広

さ
以
上
に
、
断
熱
性
能
や
耐
震
性

能
を
重
視
す
る
顧
客
が
多
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

特
に
関
心
が
高
か
っ
た
最
新
設

備
・
建
材
・
技
術
で
は
、
「
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
」
が
73
・
７
％
と

最
も
高
く
、
次
い
で
「
蓄
電
池
」

（
28
・
４
％
）
、
「
全
館
空
調
シ

ス
テ
ム
」
（
25
・
０
％
）
、
「
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
外
壁
」
（
22

・
６
％
）
、
「
燃
料
電
池
（
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
等
）
」
（
18
・
４
％
）

と
な
っ
た
。
「
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
」
の
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る

反
面
、
か
つ
て
は
２
番
目
に
関
心

が
高
か
っ
た
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ

リ
ー
外
壁
」
の
低
下
傾
向
が
目
立

ち
、
今
年
度
は
４
番
目
と
な
っ
た
。

針
葉
樹
合
板
の
荷
動
き
は
、

川
下
が
手
持
ち
在
庫
を
減
ら

し
た
こ
と
で
引
き
合
い
は
多

少
増
え
た
が
、
当
用
買
い
、

補
充
買
い
の
域
を
出
て
い
な

い
た
め
迫
力
に
欠
け
る
。
供

給
面
は
、
メ
ー
カ
ー
が
生
産

調
整
を
継
続
し
て
い
る
た
め

国
産
針
葉
樹
合
板
は
、
市

中
の
価
格
に
や
や
ば
ら
つ
き

が
生
じ
て
い
る
。
合
板
メ
ー

カ
ー
の
建
値
は
前
月
か
ら
変

わ
っ
て
い
な
い
。
ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
等
向
け
の
第
４
・
四

半
期
契
約
も
、
合
板
メ
ー
カ

ー
が
生
産
調
整
を
続
け
る
な

ど
し
て
、
価
格
は
概
ね
横
ば

い
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
部
商
社
や
問

屋
な
ど
で
販
売
を
促
そ
う
と

す
る
動
き
が
あ
り
、
内
口
銭

を
圧
縮
し
た
り
す
る
な
ど
し

て
ジ
リ
安
感
が
あ
る
。

12
㍉
３×

６
判
の
値
動
き

に
連
動
し
や
す
い
24
㍉
は
、

国産合板商況 ジリ安感も引き合い堅調

一
部
で
下
値
も
あ
る
が
前
月

比
保
合
。
た
だ
、
28
㍉
も
含

め
、
メ
ー
カ
ー
の
出
荷
は
月

を
追
う
ご
と
に
増
加
し
て
い

る
。
長
尺
合
板
は
９
㍉
３×

10
判
で
価
格
を
維
持
し
て
い

る
。10

月
の
引
き
合
い
は
、
押

し
な
べ
て
堅
調
と
な
っ
た
。

特
に
西
日
本
で
は
流
通
業
者

の
出
荷
が
９
月
と
比
べ
て
上

向
い
て
お
り
、
住
宅
需
要
は

迫
力
に
欠
け
る
も
の
の
、
例

年
の
需
要
期
を
感
じ
る
様
相

と
な
っ
て
き
た
。

市
中
在
庫
は
引
き
続
き
適

正
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。
９
月
頃
か
ら
は

需
要
家
の
間
で
下
値
を
警
戒

し
て
仕
入
れ
に
慎
重
に
な
る

向
き
も
あ
っ
た
が
、
手
持
ち

在
庫
は
少
な
く
、
積
み
増
す

ま
で
で
は
な
い
が
必
要
分
の

手
当
て
を
続
け
て
い
る
。

だ
ぶ
つ
き
感
は
な
く
、
流
通
在

庫
も
積
み
増
し
て
い
な
い
た
め

価
格
は
保
合
で
推
移
し
て
い
る
。

合
板
の
大
口
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で
は
多
少
受

注
が
増
え
た
が
、
秋
需
と
し
て

ま
と
ま
っ
た
感
触
は
な
く
、
仕

事
の
偏
在
化
に
よ
り
工
場
間
の

格
差
も
目
立
っ
て
い
る
。

価
格
は
メ
ー
カ
ー
の
生
産
調

整
に
よ
り
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
保

た
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
月

も
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

構
造
用
３×

６
判
12
㍉
厚
、
24

㍉
厚
、
28
㍉
厚
い
ず
れ
も
前
月

比
保
合
の
展
開
が
続
い
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
11
月
10

日
、
省
エ
ネ
住
宅
の
新
築
、

住
宅
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー

ム
を
支
援
す
る
「
質
の
高

い
住
宅
ス
ト
ッ
ク
形
成
に

関
す
る
省
エ
ネ
住
宅
へ
の

支
援
（
仮
称
）
」
事
業
を

創
設
し
、
経
済
産
業
省
・

環
境
省
と
の
連
携
で
実
施

す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。同

日
閣
議
決
定
さ
れ
た

２
０
２
３
年
度
補
正
予
算

案
に
２
１
０
０
億
円
を
盛

り
込
ん
だ
。
長
期
優
良
住

宅
に
１
０
０
万
円
／
戸
、

Ｚ
Ｅ
Ｈ
住
宅
に
80
万
円
／

戸
な
ど
の
補
助
が
行
わ
れ

る
。同

事
業
は
、
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
や
す
い
子

育
て
世
帯
や
若
者
夫
婦
世

帯
な
ど
を
対
象
に
、
省
エ

ネ
性
能
の
高
い
新
築
住
宅

の
取
得
や
住
宅
の
省
エ
ネ

改
修
を
支
援
す
る
も
の
。

11
月
２
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却

の
た
め
の
総
合
経
済
対
策

」
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

る
。他

に
、
環
境
省
が
「
断

熱
窓
へ
の
改
修
促
進
等
に

よ
る
住
宅
の
省
エ
ネ
・
省

Ｃ
Ｏ
２
加
速
化
支
援
事
業

」
（
補
正
予
算
額
１
３
５

０
億
円
）
、
経
産
省
が
「

高
効
率
給
湯
器
導
入
促
進

に
よ
る
家
庭
部
門
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
費
補

助
金
」
（
同
５
８
０
億
円

）
、
「
既
存
賃
貸
集
合
住

宅
の
省
エ
ネ
化
支
援
事
業

」
（
同
１
８
５
億
円
）
な

ど
を
、
「
住
宅
省
エ
ネ
２

０
２
３
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
続
い
て
実
施
す
る
予
定
。

い
ず
れ
も
事
業
者
が
申
請

し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
利

用
で
き
る
。

環
境
省
の
「
断
熱
窓
へ

の
改
修
促
進
等
に
よ
る
住

宅
の
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２

加
速
化
支
援
事
業
」
、
経

産
省
の
「
高
効
率
給
湯
器

導
入
促
進
に
よ
る
家
庭
部

門
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

事
業
費
補
助
金
」
に
お
い

て
は
、
補
正
予
算
閣
議
決

定
日
で
あ
る
11
月
10
日
以

降
に
契
約
を
締
結
し
、
事

業
者
登
録
（
12
月
中
旬
ご

ろ
予
定
）
後
に
着
工
し
た

も
の
が
対
象
と
な
る
。

国
交
省
の
子
育
て
世
帯

等
向
け
の
支
援
事
業
は
、

２
０
２
３
年
11
月
２
日
以

降
に
基
礎
工
事
よ
り
後
の

工
程
を
行
う
、
省
エ
ネ
性

能
の
高
い
新
築
住
宅
（
延

べ
面
積
50
平
方
㍍
以
上
２

４
０
平
方
㍍
以
下
）
が
対

象
。
補
助
金
は
１
戸
に
つ

き
、
長
期
優
良
住
宅
は
１

０
０
万
円
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
住
宅

は
80
万
円
だ
が
、
市
街
化

調
整
区
域
で
土
砂
災
害
警

戒
区
域
な
ど
の
危
険
区
域

に
立
地
す
る
場
合
は
半
額

と
な
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

①
省
エ
ネ
改
修
、
②
住
宅

の
子
育
て
対
応
改
修
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
空
気

清
浄
機
能
・
換
気
機
能
付
き

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事―

を
支

援
。
②
は
①
の
省
エ
ネ
工
事

を
行
っ
た
場
合
に
限
る
。
補

助
金
額
は
、
子
育
て
世
帯
・

若
者
夫
婦
世
帯
は
上
限
30
万

円
／
戸
（
既
存
住
宅
購
入
の

場
合
は
上
限
60
万
円
／
戸
）
、

そ
の
他
の
世
帯
は
上
限
20
万

円
／
戸
。
長
期
優
良
リ
フ
ォ

ー
ム
を
行
う
場
合
は
、

子
育

て
世
帯
・
若
者
夫
婦
世
帯
は

上
限
45
万
円
／
戸
、
そ
の
他

の
世
帯
は
上
限
30
万
円
／
戸

と
な
る
。

環
境
省
の
「
先
進
的
窓
リ

ノ
ベ
事
業
」
の
補
助
金
は
、

補
助
率
２
分
の
１
相
当
で
上

限
２
０
０
万
円
／
戸
。
経
産

省
の
「
給
湯
省
エ
ネ
事
業
」

は
、
①
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯

機
10
万
円
、
②
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
給
湯
機
13
万
円
、
③
家
庭

用
燃
料
電
池
20
万
円
。
「
賃

貸
集
合
給
湯
省
エ
ネ
事
業
」

は
、
①
追
焚
機
能
無
し
５
万

円
、
②
追
焚
機
能
有
り
７
万

円
を
予
定
し
て
い
る
。

若年世帯向け省エネ事業に
補正予算2100億円投入 国交省


